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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、γ結合型ポリグルタミン酸とグルタミン酸を除去することにより、葉酸ポリ-γ-グルタミン酸および抗葉酸ポリ-γ-グルタミン酸の加水分解を触媒する。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：γ-グルタミル結合の加水分解、機能：プテロイルポリグルタミン酸のポリグルタミン酸側鎖を加水分解する。プテロイルポリ-γ-グルタミン酸からγ-グルタミル残基を段階的に除去し、プテロイル-α-グルタミン酸（葉酸）と遊離グルタミン酸を生成する。食物由来のプテロイルポリグルタミン酸のバイオアベイラビリティ、およびプテロイルポリグルタミン酸と葉酸代謝拮抗薬の代謝において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：ペプチダーゼC26ファミリーに属する。,類似性：1つのγ-グルタミルヒドロラーゼドメインを含む。,細胞内局在：細胞内では主にリソソームに局在するが、酵素活性の大部分は分泌される。質量分析法によって、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定されている。,
	研究分野
	葉酸の生合成;
	画像データ
	

	GGH抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

